
学校だより                               御前崎市立白羽小学校          

かがやく浜の子令和８年度５月号② 

令和８年度 重点目標 「自分から チャレンジ」 

 

チーム白羽小、みんな子供たちの応援団！ 

今年度の白羽小学校では、約 40 名の職員が、子供たちと授業をしたり、子供たちの教
育活動をサポートしたり、子供たちや保護者の相談に乗ったりしています。授業に直接か
かわる職員ばかりではなく、決まった曜日や月に数回の勤務の職員もいるため、保護者の
皆さんが顔を合わせることのない職員もいるかもしれませんが、みんな頼もしいチーム白

羽小のスタッフです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 たくさんのスタッフがいるということは、子供たちにとっても、職員にとっても、保護
者にとっても、たくさんのメリットがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 今年度の目標「自分からチャレンジ」に向けて、子供たちが自分の目標に向かって一歩
前に進もうとしている姿を、たくさんのスタッフの目で見つけ、子供たちの自信につなげ
ていきたいと思います。そこに、さらに保護者の目、地域の目が加われば、効果はもっと
強力になります。学校と一緒になって、子供たちの「チャレンジに向けた努力探し」への
ご協力をよろしくお願いします。 

【文責 校長】 

日々の学校の様子は HPにも掲載されています。ご覧ください。https://shirosho.jp/ 

【毎日学校にいる担任や級外職員以外にも、たくさんの職員が白小で勤務しています】 

・スクールサポートスタッフ・・・学校の環境整備や授業準備支援 

・学校図書館司書・・・学校図書館の環境整備や読書推進 

・スクールカウンセラー・・・保護者や児童の教育相談 

・スクールソーシャルワーカー・・・教育相談及び関係機関との接続 

・ALT…外国語（英語）の授業サポート  

・外国語児童教育相談員・・・外国人児童の学習支援や保護者通訳  

・市支援員 ・若手教職員育成指導員 ・特別支援学級支援員 ・ICT支援員 ・初任者教員指導員  

・小規模校授業支援員 ・体育授業専科教員 

〇教員の得意を生かした専門的な授業の実施→できた・わかったがいっぱいの楽しい授業が増える（子供） 

〇複数の目で子供の頑張りも困り感もキャッチ→認められる、褒められる機会が増える（子供） 

〇相談できる職員が増える（子供・保護者） 

〇様々な視点で安心安全な学校づくりが推進される など 

ICT 支援員「写真データの活用方法」 ALT「ネイティブな発音で英語の授業」 体育専科教員「中学校教員による体育」 


